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Eヨ 流行論研究ノート（1 ) 
戦後の服装史を基礎に
高岡 朋子
I はじめに
189 
衣服は文化の一項目であり，その時代の流行はその時代の社会的文化的背景を無視しでは成
り立ち得ないとはよく言われていることであるが，服飾教育に携わる者として，流行は見逃せ
ない現象である。戦後の服装史をかい問見ると，流行が大衆文化の原動力になり得，文化の一
端としての機能と役割を見事に演じたことが示されている。
昨今の服飾界は個性化が進み，様々な形態で大量に生産販売され，一世を風びする画一的な
流行は失くなったとされて久しいが，本研究は戦後の服飾界の流行現象を掘り起こすことによ
り，今後の流行現象の一方向を探り当て，服飾の指導に役立てるべく調査研究したものを報告
するものである。
E 流行理論
1.流行の定義
流行現象は服飾界に多く みられるが，社会のすべての領域にみられる現象でもある。それは
「流行歌」 「流行語」 「～ブーム」などという言葉の示すように，私達の衣食住の生活様式に
関わるものから，ものの考え方，思想， 芸術等のより内面的なものに至るまでの文化現象の一
時的特性である。斉藤定良によれば「流行とはある一定の短い期間内に一定の社会内の相当範
囲の人々がその趣味，日書好，思考判断，行為動作な どの様式を比較的自由に選択し，採用し，
廃棄することによって生じ，かっ力動的に変化消長するかなり広範囲な社会的同調行動の現象
である。」としている。また南 ・博は「ある社会集団のなかで， 一定数の人たちが一定の期間，
ある意図のもとに始められた同似の集団行動をと るよう に心理的に誘われることである。」と言
っている。その他にも多く の社会心理学者によって様々な流行の定義が試みられているが，ど
の定義にも共通な内容として「一定数の人たち」 「相当範囲の人 」々 「一定の期間」 「同似の
集団行動J「社会的同調行動」が上げられている。 いずれにしても人の社会的行動は常に何ら
かの意味で周囲の人々の行動に既定されている。 「あの人がしているから私も」 とい う人びと
の感情の動きが流行現象をつくると言える。
2.流行の特質
流行現象を特徴づける第lの特質として最新のものであるという点が上げられる。この最新
性は客観的事実と しての最新のものであるというのではなく ，その時々の集団や社会のメ ンバ
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ーに新奇なものと して知覚されるかどうかによって決まるのである。第2の特質として浮動的，
流動的な側面をもっている。なんらかの意味で目新しい行動様式が短期間の聞に急速に広ま り，
普及するとたちまちにして飽き られ捨でられ，姿を消してゆくという特徴をもっている。しか
しある期間を終えて消えてしまうだけでなく永く将来に残る場合もある。このような場合は慣
習化したと して流行とは区別する。長期間に渡って普及した場合は，第lの特質である最新性
が失われるからである。第 3の特質として流行の噴末性が上げられる。 流行現象は既存の
社会の伝統を壊したり人間関係を変えてしまうということはない。流行は基本的様式にわいて
生ずるよりも，それを基礎にしてその枠の中で変化を与える個別的な派生的な様式において生
じている。すなわち流行はささいなことをめぐって生起し，消滅している点に特徴がある。
第4の特質としては，よく言われることであるが流行はその時代の文化的社会的情勢を反映
しているということである。人間の社会的行為は社会の役割期待を受け入れて営まれており，
環境への適応行動として成り立っているため，個人をと りまく社会的，文化的状況に影響され
規定される側面を持っている。すなわち人びとは 「他人志向型jによりかかることによって周
囲に同調し，情緒の安定化をはかる傾向が強い。そうした点を考えると，当然のこととしてそ
の時代の社会情勢や文化価値観などに影響されることは明らかである。
その他の特質として流行は一定の規模をもつこと，この規模はそれを採用する人数で決ま る。
流行に対してその様式の評価が高ければ高いほど無視しえないものと意識し，採用者が増し，
規模が大きくなると考えられるし，また逆の場合も考えられる。この流行のもつ社会的強制力
は選択する可能性がなく ，それを採用せざるを得ないならばそれは流行とはいえない。その例
として，戦時中モンペが婦人の間に非常な速度で普及したが，これは政府による強制的なもの
で流行とはいえない。またすべての流行は発生から伝播，頂点、，衰退，消滅という過程をたど
る。発生から消滅までの時間的長さを流行の寿命と呼ぶ。ある流行項目が成立して消滅するま
での期間はふつう 2～ 3ヵ月長くて2～ 3年といわれる。そしてそれは社会のできるだけ多く
の人びとによって採用されることがその成立の必要条件であるが，皮肉にも多くの人びとによ
って採用されればされるほどその重要な特質である最新性は失い消滅していく。さらにある
流行が一時的に消えでもある期聞を経て再び繰り返し現出する場合がある。これを流行のくり
かえしあるいは流行の周期と呼んでいる。 ファッションに現出するロングスカート， ロウ ・ウ
エスト等は周期的に現われる流行であり，服飾の色彩はほぼ3年の周期で暖色系と寒色系が繰
り返しているとされている。
3.流行採用の動機
人びとカ＇'i荒行をf采用しようとする日寺，どのような心E里がイ動くので、あろうか。
個人は流行を採用することによって，自分が適切な行動をと っていると いう安心感をうる
と同時に，周囲に対しでも他人と同じ行動をとっているという安心感を与え， 周囲に対し
て他人と同じ行動をとりうる人間であることを証明する。 つまり社会的同調である。人びとは
自分の属する社会の慣習や規範に従って行動することによって安心感を得るのである。流行の
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採用は社会や集団に適応するための容易な手段と して機能する。第2の動機として，同時に人
は他人と自分を区別したし迎。あるいは他人より優越したいという欲求がある。流行の早期採用
者に多くみられる心理である。まわりの人びとに対して自己主張をし，自分を表現化すること
により自己の立場を明確にし個性化を図るものである。つまり人は他人との同調を望みつつ，
同時に他人から自分を区別したいという欲求をもっ。流行理論でいうところの個性化，差別化，
自己顕示化などである。
第3に考えられることは，人には好奇心と呼ぶ欲求がある。自分をとりまく環境から情報を
得ょうとする欲求や自分自身に対して刺激を求めようとする欲求がある。自分が完全に満足し
うる状況にわかれていても，何の変化もない単調な状況が続くと，そこから脱け出たいと思う
ようになる。流行の採用は倦怠感を破るための筒便かつ有効な手段である。 この好奇心は流行
の最新性，短命性と強い関係をもっ。第4の動機と して，人びとは社会のなかで様々な束縛を
受け，内的コンフリ クトを抱えでいる。こうした問題をうまく解決し，傷つきやすい自我を保
護しようとするのが自我防衛の動機である。この作用により抑圧された感情の発散を求めて流
行を採用したり劣等感を克服しようと して流行を採用すると思われる。
皿 昭和20年代の服装の流行変遷史
1. 1946一昭和21年
CH Qによる民主主義の発展の芽は，新憲法
の施行と共に国民に新しい時代の到来を告げた。
新憲法と社会党首班内閣下にあった国民の最大
関心は 「食べること」であった。当時の米価は
10キロ当たり1947年で149円， ’48年は 266円，
’＇49年には405円と急上昇している。すさまじい
インフレが国民の生活をおびやかしていた時代
である。多くの国民はこのはげしいインフレの
中でその日暮らしをせざるを得ず，こう した国
民の生活は当然文化にも反映され，宝くじ，ス
ピードく じがもてはやされ「カス トリ雑誌Jが
大流行した。この雑誌の語源は「粕取り」焼酎
にあり，貧しく ，見通しのたたない生活と相ま
って1948年を頂点として爆発的人気となった。
戦後の大都市には統制品を売る露店がいたる
ところの焼跡，広場に氾濫した。街には「青空
市場」 「自由市場」と呼ばれたヤ ミ市が立ち，
「リンゴの耳大」のメロデイ ーがj荒れて，NHK 
政治・経済・社会・年表
1946 （昭和21)
1 月 天皇人間宣言， 公職追放令施行，
タバコの配給1日5本
2 月 預金封鎖，新円発行
4 月 衆議院総選挙で婦人代議士39人誕
生， 婦人警察官誕生
5 月 メーデー復活， 「食糧メーデー」
NH K，第l回街頭録音「あなた
はどうして食べていますか」
6 月 警視庁，農林省などで食糧の休暇
買いだし盛んとなる
7 月 ソ連抑留邦人の引揚げ開始
8 月 経団連創立
9 月 東京ダンサ－2500人がダ ンサー税
廃止を都に陳情
10 月 生活保護法実施
日本史授業スミぬり教科書再開
1947 （昭和22)
2 月 内務省，全国牟斉のヤミ取締り
高校 ・男女共学始まる
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ラジオで「話の泉」 という初のクイズ番組が開
始され人気を集めた。
衣生活も当然，物資不足で着物をスカートや
モンペに更生して着用するといった更生服製作
が盛んに行われ，洋装では 「パンパンスタイルJ
「ミ リタリールyク」カ＞＇i荒行ー していた。ネッカ
チーフで頭を包み，人目をひくロングスカー 卜，
パッドで肩をいからせ， ショ ルダーバッグをか
けた米軍相手の婦人が戦後モー ドの旗手となっ
た。当時の「ミリタ リールックjは肩を大きく
張らせた米軍女子士宮風の洋服である。 「パー
マネン 卜」 が復活し，口紅やク リームが店頭に
並ぶよう になった。
2. 1947一昭和22年
7月に経済企画庁が初めて経済白書を発表，
「民主日本の前途とは，人民の人民による， 人
民のための政府をつくる関頭にたっていること
を意味する」とインフレによる経済混乱の克服
に国民の協力を訴えている。配給生活は相変わ
らず続き， 「かつぎ屋」 はこの食糧難時代を背
景にして生まれた流行語であり，4月の6・3
・3市I］の教育制度の実施により 「PT A」 「カ
リキュラムJという言葉が流行した。前年にひ
き続き，更生服が盛んに製作されでいた中で，
クリスチャン ・ディオールが8月にニュールッ
クを発表する。軍国調の婦人兵の制服スタイル
から肩パッ ドを取った女らしい自然な肩線，裾
巾をたっぷり広げたロングスカートの出現はモ
ー ドの世界にロマンチシズムをよみがえ らせた。
このロングスカート時代は昭和25～ 26年頃まで
続き，ディオールはこの 「ニュールック」によ
り，世界の流行の指導権を握ったのである。こ
のニュールックのj荒行とと もにフ ァンデーショ
ンが出現する。このファンデーシ ョンとは「土
台」 「基礎」という意味で洋服の土台となるも
政治・ 経済・社会・ 年表
東京にトレーラーパス初登場
4 月 6・3・3帝ljの教育制度実施
第 l回統一地方選挙
公共職業安定所 （職安）発足
町内会，隣組が廃止になる
生糸凍結が解除
5 月 日本国憲法施行
マッカーサー「皇居，国会などに
国旗を掲げよJと政府に書簡
7 月 飲食営業緊急措置令および年内米
飯店一斉休業
8 月 皇居前で食糧確保国民大会
新聞小説復活 「青い山脈」
10 月 衣料の切符制復活
共同募金運動はじまる
百万円宝くじ発売
山口判事，ヤミ買いを拒否し栄養
失調死
11 月 不敬罪と姦通罪・廃止
12 月 新民法公布「家制度」解体
児童福祉法制定，失業手当法
失業保険法実施
1948 （昭和23)
1 月帝銀事件
4 月 新制高校発足
5 月 サマータイムはじめる
6 月 当用漢字新字体発表
7 月 国民の祝日 (1年，9日）制定
ロンドンオ リンピック開催
プロ野球，ナイ ター 開始
9 月 主婦連結成
10 月 警視庁に 「110番」誕生
11 月 東条もと首相ら7人絞首刑
日本初の競輪
12 月 東海道線，沼津 ・静岡間電化
1949 （昭和24)
1 月 CH Q 「日の丸」使用許可
法隆寺金堂壁画焼く
2 月 第三次吉田内閣成立
のをいい，下着のことである。
3. 1948一昭和23年
インフレはますます進行する。戦災，石炭不
足，車車両不足など色々な悪条件がかさなり，戦
後数年間の国鉄は殺人的混雑であり座席をとる
ために半日も一日も前から改札前に行列しなけ
ればならなかった。このような世相を反映して
「ショパ屋Jなる座席取り職業が出現した。こ
の年の5月にサマータイムがはじまっている。
夏の期間中は時計の針を一時間進めておき平常
どおり生活する。つま り早寝早起きを政府が奨
励したようなものであったが不評により27年か
らは廃止となる。衣生活は， アメリカの救済事
業団によるアメリカの古い衣類が米軍によって
放出された。ララ物資と呼ばれアメリカ直輸入
の派手な原色の衣類であったが，日本人にとっ
てはニューファ ッションで人気があった。街に
はアメリカのGIの影響により男子はアロハシ
ャツ，リーゼントスタイル，女子は前年に引き
続き，ロ ングスカードにソッ クスとローヒール
の鞘tといったいわゆる「アプレスタイル」がみ
られた。 リーゼン卜は前部を高くしポマードで
固めた男性の髪型である。
4. 1949一昭和24年
ドッジラインとジャウフ干見詰ljにより，戦後初
めて予算は黒字となり， 1年後にはインフレが
解消した。これにかわって不況の波がおしょせ，
倒産と失業が続出する。5月に緊急失業対策法
が成立し，東京都が土木工事の日当を 245円に
定めたことにより「ニコヨンjの出現をみた。
服飾界は繊維の統制が徐々に解かれ，洋裁学
校が続出し，スタイルブックが繁栄し，戦後の
ファッショ ンブームの基礎をつくった。 洋裁学
校は全国約2千校近く，生徒数は20万人を越え
たといわれる。この年に ドレスメーキングの創
政治 ・経済 ・社会・ 年表
3 月 ドッジ・ ライン発表
5 月 年令の数え方改正 （満年令）
7 月 下山事件，三鷹事件
8 月 松川事件
11 月 湯川秀樹，ノ ーベル賞を受賞
1950 （昭和25)
1 月 繊維品の価格統制撤廃
千円札発行
2 月 牛乳自由販売
4 月 綿製品，たばこ自由販売となる
5 月 文化財保護法公布
6 月 朝鮮戦争勃発「労働省」失業者
50万人と発表
7 月 味噌，醤j由自由販売
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物資の配給，価格統制相次いで廃止
8 月 警察予備隊設置
が全学連レ yドパー ジ反対闘争宣言
9 月 政府，公務員のレ ッドパージの基
本方針を決定
衣料切符制度廃止
11 月 「君が代」復活
1951 （昭和26)
1 月 小売米価1キロ51.5円に米屋は登
録制になる
2 月 ストレプトマイシンの国産化
3 月 初の国産天然色映画上映 「カルメ
ン故郷へ帰る」
4 月 マyカーサー解任され， i麦任I}") 
ジウェー大将
初のLPレコード発売（ベート
ベン第9)
5 月 児童憲章制定
6 月 日本， ユネスコ国際労働機構 （I 
LO）に加盟
9 月 サンフラ ンシスコ講和会議，対日
平和条約，日米安全保障条約調印
民開放送開局 （新日本，中部日本）
映画「羅生門Jグランプリ受賞
10 月 民間航空復活
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刊号が出版されている。 5月にNDC （日本デ
ザイナークラブ）が日劇の出し物の中で初めて
ショーを行う。
女子には引き続きロ ングスカー ト，男子は夏
にアロハが流行し，秋・冬には1920年代調がも
てはやされる。全体として落ちついた上品な装
いに重点がわかれ，この’20年代調は美術や服装
ばかりでなくあらゆるものにうかがわれた。
NH Kラジオではこの後しばらく 放送された
「私は誰でしょう」 「とんち教室」 「なつかし
のメロディ－Jが新番組とじて放送されているc
流行語に「ギョッ」 「アジャパーJがあ り， これ
はマス・ メデアを媒介とした流行語のはしりで
ある。新聞には家庭欄，婦人欄が設けられ，全
国誌の夕刊が復活した年である。
5. 1950－昭和25年
この年朝鮮戦争が勃発した。我が国はこの朝
鮮戦争により米軍から 「特需」をさず、かり，不
況から脱出した。倒産と失業の世相に「糸へん」
「金へん」ブームで活気がみなぎり，一時的に
好況となる。 「君が代」が復活し，警察予備隊
の発足， 「アカガリ」と呼ばれたレッ ドパージ
が行われた。
服飾界はアメリカン・スタイル全盛の時代で
ある。このごろの日本人は何かにつけてアメ リ
カを真似た。 アメ リカでは機械によ り入手を省
き布地を経済的にした既製品の大量生産が行わ
れ，結果，アメリカ ン・スタイ ルはシンプルで
開放的，明るい色調，大柄のプリント模様等の
アメリカ調が花々しく流行したのである。シル
エッ卜は肩のパッドが影をひそめ， ドルマンス
リーブ，キモノス リーブという袖付のないもの
が流行，スカートはロングが薄れ，やや短めの
タイ トスカー 卜がはかれる一方， アコーデイオ
ンプリーツのスカー トも流行した。外国映画「赤
政治・ 経済・ 社会・年表
1952 （昭和27)
3 月 吉田首相 「自衛のための戦力は違
憲ではなしリ と発言
4 月 対日平和条約， 日米安保条約の発
効に伴い， GH Q廃止，占領時代
の終り
砂糖の統制撤廃13年ふかり
民営の米屋復活
サマータイム ・不評で廃止
7 月 第15回オリンピyク，日本， へル
シンキ大会に参加（16年ぶりの参
加）ラジオで放送
住民登録実施
8 月 岡山県，月の輪古墳発掘
ラジオの受信者数一千万こえる
11 月 池田通産相 「中小企業の倒産自殺
もやむをえない」と再放言して大
臣失脚
12 月 国立近代美術館開館
1953 （昭和28)
2 月 NH K，テレビ放送を開始
3 月 第l回中国引揚If船開始
5 月 日仏文化協定成立
6 月 朝鮮動乱終結
7 月 モンテンルパの戦犯釈放
伊東絹子・ミス・ユニパー ス三位
に入り八頭身ブー ムをおこす
8 月 奄美大島日本に返環される
軍人恩給復活
10 月 農林省「本年度米作は昭和20年を
除き昭和9年以来の凶作Jと発表
12 月 シネマスコープ，有楽座で初上映
日本初のスーパ ・マ ケー y ト「紀
の国屋Jが東京青山に開店
1954 （昭和29)
1 月 東京 ・池袋・お茶の水間地下鉄開
通
50銭以下の小額貨幣廃止
3 月 米国原爆実験に第5福竜丸乗組員
い靴」が3月に封切られると街に赤い靴が氾濫
してシネ・モードの先駆となる。昭和23年にポ
リピ、ニール・アルコール系の合成繊維の名称が
「ピ、ニロンjになり，この年の生産高は 351ト
ンに達し好調な伸びを示す。
パチンコが登場し，警視庁は「パチンコの遊
び方」を発表している。この年の流行語に 「38
度線」 「レ yドパージ」 「逆コー ス」 「特需J
政治・経済 ・社会 ・年表
被爆する
4 月 NH K美容体操はじまる
5 月 麻薬取締法成立
6 月 近江絹糸女工員ストライキ
7 月 自衛隊発足
日伊文化協定調印される
10 月 ルーブル展開かれる
195 
「金へん ・糸へん」等，文字通り朝鮮戦争を反映したもの，その他 「おおミステークJ「わて
ほんまにょう言わんわ」 「自己批判」「一辺倒」「老兵は死なず」 「社用族」 「学生アルバイト」
などがある。
6. 19引一昭和26年
この年の9月，サンフランシスコで対日講和条約と 日米安全保障条約が調印される。講和に
よる占領の終結と和平の回復，国際社会への復帰は歓喜の中で迎え られるはずであったにもか
かわらず，大多数の国民は再軍備開始から安保条約締結へと進んできた現実に対し不安を持っ
た。’52年に行れた世論調査において， 「講和に満足」と答えたのは51%と多数を占めたものの，
「講和条約の発効に対して一般に熱がない」とした者は64%にのぼり， 「戦争の不安Jを感じ
た者は74%に及んでいた。（国立世論調査所「講和に関する世論調査ゴ 1952)
’51年から’53年にかけて民間ラジオが次々に開局し， 「広告」という言葉に代ってパブリック
・リレーションを略した 「P・R」が使われた。宣伝時代の幕開けであり，この頃ジャズが流
行しでいた。
4月に東洋レーヨ ンがアメリ カのデュポン社と技術提携し，ナイロンの特許（ナイロン 6)
をとり，ナイロン製品の製造と販売を始める。
服飾界は国際的な交流がめざましくデザイナーの海外渡航が頻繁になり，「英文毎日」が主
催したアメリカのデザイナー，ティナ・リーサ賞の発表会が行われる。この時初めてモデルが
一般から募集される。このコンテストは昭和27年まで4回続けられた。田中千代は新興和服を
ニュー キモノと名付け，この年ニューヨ クーのインターナショナルショーに出品している。
ディオールがオーバル（長方形）ラインを発表したことにより，秋 ・冬のコートはほっそ り
したスリムルックでハイウエストのものが流行した。またアメリカ婦人が日本に持ち込んだシ
ョルダーパックが一般の女性の聞にも流行する。
7 . 1951一昭和27年
日米安保条約の発効に伴いGH Qの廃止占領時代の終りである。この年のメーデは「流血の
メーデJとなった0 '46年にメーデが復活して以来会場は皇居前広場であったが，’51年に占領軍
がその使用を禁止し，’52年には日本政府の反対でト会場が神宮外苑に移されていた。戦後はじめ
ての 「政治的ゼネ・ストJであり，「逆コースjに対する労働者側の反撃であった。
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一国の文化はその国の女性の服装をみればわかるといわれるが，この頃になると生活が安定
し，衣料は供給過剰で，メーカは布地の紹介にファッションショーを用い，ショーブームのき
ざしが見え始め， ND Cで職業モデルを結成したのに機を発しで全国にモデルブームが現出し
た。この夏には木綿にエンボス （模様押型）加工したエパーグレーズ， ゆかた地で、作ったドレ
スが流行，またアメリカから入った中が透けてみえるピ、ニールのレイ ンコー ト，ナイロン製の
ブラウス等，化繊時代を迎える。羽織が短くなり茶羽織， トッパーが流行したのもこの頃であ
る。
池田通産相が「中小企業の倒産，自殺もやむをえない」と発言し辞任する。先に蔵相時代に
発言した「貧乏人は麦を食えJが流行語となる。 他に「こんなわたしじゃなかったに」「言う
てみてみ，聞いてみてみ…Jと芸能タレントが放送に使った言葉が多く流行語となる。
8. 1953一昭和28年
この年に放送を開始した「君の名は」はすれ違いの運命に泣く ヒロインに同情して女性の紅
涙を しぼり， 「真知子巻きJと呼ばれるシ ョー ルを頭からかぶったスタイ ルが流行する。
2月のディオールの来日がきっかけと なり翌年にかけてディオール旋風が起こる。ディオー
ルは春に「チュー リップライン」，秋には ショートスカー卜 を発表している。繊維不足の戦時
中はショートスカー卜，戦後世の中が落ち着くとロ ングスカートが流行していた中に床上り17
インチのショー トスカー 卜を発表したのである。 以後，Hライン，Aライン， Yラインと 「ア
ルファベッ トライン」を発表し，日本の服飾界の第 2期外国文化吸収時代をつくる。10月に日
本流行色協会が発足，カラーによる流行づくり戦略が始まる。また，伊東絹子が， ミス ・ユニ
パースの日本代表となり，「八頭身」という言葉が流行する。八頭身とは頭が身長の八分のー
という古代ギリシャ人の理想像からとったものといわれ，女性のあこがれのスタイルと なる。
なお，NH Kテレビの放送開始の年であり， 第 4回「紅白歌合戦Jをラジオとテレビで同時
中継し，以後恒例化する。
9. 1954一昭和29年
小額貨幣が廃止され，国民の実質所得は戦前の水準に達したが， 金融引締めにより繊維会社
の倒産が2ヵ月間で 100社以上に及んだ。 3月にアメリ カのビキニ水爆実験により第 5福竜丸
が被爆し，原水爆禁止運動が広がる。 この過程で作 られた「原爆許すま じ」の歌が各地でよ く
歌われた。この年「ローマの休日」に続いで「麗しのサブリナ」が上映されてヘップパーンブ
ームが倒来する。ヘップパー ン刈りというシ ョー トカッ ト，サブリナシューズという底の平ら
な靴とトレア ドルパンツとい うへップパーンスタイルが流行し，同時に「朝日新聞」に連載さ
れた獅子文六の小説「青春怪談jの中で使われた新語 「M+W」という言葉が生まれ，M十W
的なスタイル， すなわち，スポーティなスタイ ルに拍車をかけた。 8月にデイオールが「Hラ
イン」を発表，これはH型のシルエットで，胸，胴， 腰などの誇張がなく， ウエストラインが
自然の位置にな り裾にかけてフレアーやギャザーを取 り入れたラインである。
不況の出版界の中で 「女性に関する12章」がベス トセラーとな り， 伊藤整のものならなんで
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もというブーム振りを示す。 NH Kテレビで美容体操の放映が開始され，「美容体操」が流行
語となり，チャームスクールや美容整形がさかんとなり，街頭テレビ、でフ。ロレスが人気を集め
た。
N おわりに
本研究は流行理論を学びながら おもに服飾の流行現象を検証する形で行うことを目的とし
ている。したがって結果と考察については，昭和20年代の流行だけに限らず，以後，30年代，
40年代と調査を進める中で実証して行きたいと思う。時代年表，社会分析についても十分なも
のとは思われないが，今回，昭和20年代の一応のまとめとしてここに報告したものである。
今後，さらに研賛と努力を重ね，本研究を完成させたいと願うものであり，より多くの御高
言，御助言をいただければ幸いである。
最後に本研究をまとめるにあたり，本学服飾美術科の海老沢史佳さんを初め，諸先生方に御
助言，御協力をいただいたことに感謝申し上げます。
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